
11-2 林道の適正な維持管理による災害の未然防止 〔林道・作業道の整備〕                 
 
〈事業の経緯〉 

市が管理する林道延長はおよそ 524 ㎞と管理延長が長く、また地元林道管理組合の高齢化や山離れにより林道の適正な維持管理が難しい状況にある。 

このため、側溝が埋塞し排水障害が生じており、このまま放置しておくと側溝から溢れた排水により道路崩壊等の災害発生の誘因となる可能性が高いため、 

早急に側溝の堆積土砂を除去する必要がある。 

〈事業の目的・効果〉 

堆積土砂により排水障害を生じている道路側溝の清掃をすることで、災害の未然防止、山林の荒廃防止と適正な林道管理につなげる。 

 

 ≪林道下呂～萩原線側溝等清掃工事≫ 

林道下呂～萩原線の約 13㎞区間の道路側溝に堆積した土砂を撤去する。 

   工事概要 

下呂市乗政～東上田 地内 L=12,700m 

        （Ｕ型側溝 L=11,700m Ｌ型側溝 L=1,000m） 

      下呂市中呂地内 L=300m 

        （Ｕ型側溝 L=300m） 

 

 

 

 

 

 

 

     実施前                実施後 

市 ②完成、引渡し 業者 

① 工事発注 

③完成検査、支払い 

■実施イメージ 

■事業スキーム 

■下呂市森林づくり基本計画 

Ⅳ ６．林道・森林作業道について 

■事業内容 

■事業費 

全体 １９,９０１千円（内譲与税１９,９００千円） 

Ｒ６年度執行 ７,６８０千円（内譲与税 ７,６８０千円） 

繰越予算（Ｒ６→７年度）１２,２２１千円（内譲与税１２,２２０千円） 


